
資料２－１ Ｈ２６年度の作業スケジュール（想定）

一般的なシステム化作業工程

②基本計画 ⑤調達

⑩システム
運用・保守

⑨システム
開発

⑧実証事業

⑦技術調査、
システム評価

開発ベンダー

発注元 ⑥工程管理④要件定義
③業務分析・
業務設計

①政策調査

運用・保守開発

システムの運営体制について、平行して検討

「見える化 システム構築スケジ ル

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度以降

中
間

「見える化」システム構築スケジュール

基
本

平成29年度目標

運
営

見える化ＷＧ

間
取
り
ま
と
め

本
計
画
書
策
定

見える化
ＷＧ

見える化ＷＧ 見える化ＷＧ

シ
ス

営
基
本
方
針
策
定

調

平成２６年度以降は、システム構築チームを立ち上げ、シス
テム運営とシステム構築を分担して検討。

ス
テ
ム
稼
働
・
運
用

定

【システム運営】
基本計画書に基づきシステム運営に関する基本ポリシー

を確立し、運用に係る詳細な規則を検討・策定する。

調
達
仕
様
書
策
定

システム構築、開発ベンダ・ハードウェア調達

用
開
始

【システム構築】
化する業務 調査 分析 業務内容を 化する

システム構築Ｔ
（仮）

定
システム化する業務の調査・分析、業務内容をシステム化する

ためのフロー作成を継続、完成させ、これらを元として、システム
開発、運用・保守のコスト見積に必要な要件を定義。
確定した要件に基づく調達仕様書の作成。


